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【概 要】

高等植物は，発生の過程や感染防御の過程で一部の細胞を死に至らせる能力を備え

ている．免疫系を持たない植物の細胞死のシステムは動物のシステムとは大きく異なる

と考えられる．しかし，その一方，プログラムされた細胞死は植物細胞と動物細胞の両

方にとって基本的な生理プロセスであり，両者には共通した分子機構が働いているとす

． ， ，る研究も多数ある 例えば 動物の細胞死の実行因子として知られる caspase の活性は

植物の細胞死の局面でも検出されている．しかしながら，国内外の多くの研究者の努力

にも関わらず，caspase 活性をもつ分子は長く同定されていなかった．申請者らは，

caspase 活性を示す酵素の実体が液胞プロセシング酵素（VPE, Vacuolar Processing

Enzyme）であることを見出した ( )．この発見が，本研究課題の端緒となScience, 2004

っている．VPE のジーンサイレンシングが細胞死を抑制することから，VPE が植物の細

胞死の実行因子である可能性が浮上してきている．本課題研究では，植物独自の細胞死

のシステムを分子レベルで解明することを目的とし，発生に伴う細胞死および生体防御

のための過敏感細胞死を制御している液胞プロセシング系の実体を明らかにしたい．

【期待される成果】

VPE は，種子タンパク質の成熟化に関わる酵素として 1991 年に申請者らが発見・命

名したもので，VPE を鍵酵素とする液胞プロセシング系に関する研究は独自に発展させ

てきた系である．動物では老廃細胞は貪食細胞マクロファージによって補食・消化され

る．マクロファージをもたない植物の細胞は死に向かう際には細胞内成分を自力で分解

しなければならない．この際の速やかな分解を VPE が制御している可能性が浮上してい

る．液胞依存的な細胞死の分子機構は全く不明であったが，申請者らの研究により初め

て解析の糸口となる分子（VPE）が同定されたことで，VPE を鍵酵素とする細胞死カス

ケード系の実体の解明が進むと考える．
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